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令和7年度 事業報告 

公益財団法人 佐倉緑の基金 

 

【当法人の目的】 

 広く市民の自発的な参加と協力を得て、自然環境の保全を図ることにより、多様な生物の息づく佐倉の原風景と文化

を後世に伝え、持続的で豊かな暮らしに寄与することを目的とする。 

 

【公益目的事業】 

１）野生動植物及びその生育生息地、並びに優れた里山景観の保全事業 

２）自然環境の保全のための調査研究及び監視事業 

３）自然環境の保全に関する情報収集及び啓発普及活動 

４）自然環境の保全に関するボランティア活動の推進事業 

 

【事業説明】 

１．野生動植物及びその生育生息地、並びに優れた里山景観の保全事業   

野生動植物及びその生育生息地の保全を目的とし、里山の保全整備、希少種の生息環境整備等を行う。 

（１）自治体や活動団体と協働して行う、里山の保全整備等 

市内の重要な自然環境保全区域において、草刈り等による保全整備、希少種保護等を行う。 

① 佐倉里山自然公園（佐倉市下志津・畔田地先） 

ア．畔田谷津下流域 

 面積 約10ha 

 成果と課題 

 ・適切な管理作業を継続し、里山景観と生物多様性の高い自然環境が保全再生された。 

 ・緑の基金は市民ボランティアのサポート役を担っている。 

イ．畔田谷津中流域 

 内容 農道の草刈り 

  ウ. 畦田台地（「植栽台地」を改称） 

    場所 佐倉市畔田４７番地先、面積 約0.5ha 

 エ. 畔田114地先 

    場所 畔田字坊谷津114-3（台地） 

成果と課題 

・緑の基金が里山景観保全を方針として整備を継続しているエリアである。 

  ・台地では春秋年２回の草刈りを行っている。樹木の伐採が奏功し、林床の植物に陽射しが届き、

キンラン、ヤマユリ等が増加、里山の雑木林景観が維持されている。 

  ・坊谷津低地へ向かう斜面部分（畔田字坊谷津114-5）は、令和３年度から令和６年度までボラン

ティアが自主的に整備を行ってきたが、令和７年度より、ユーカリ木こり倶楽部が担い手となっ

た。林野庁助成事業として竹の全面伐採を担っており、このグループによる効果が期待できる。

このエリアの一部、台地から坊谷津低地へ降りる階段とその周りは、これまでどおり緑の基金が

分担している。 
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オ．アレチウリ除去事業３か所 

場所：畔田台地／上峠台地／坊谷津入口付近 

（３か所合計）管理作業実績：延べ89人（実稼働29日）  

成果と課題 

・特定外来生物のアレチウリ除去作業を行い成果があった。 

 今年度の総除去数：アレチウリ802本、オオブタクサ441本 

・畔田台地は令和５年度から、他2か所は令和６年度から除去作業を行っている。 

・埋土種子が残っているので、数年間は引き続き除去作業を行う予定である。 

・その他の外来種シラユキゲシ、キショウブの除去作業を五反目低地で行った。白井作 IVUSA

の森でアレチウリ除去作業を行い、管理グループに除去方法を指導した。 

 

②佐倉市岩富地先（佐倉市谷津環境保全指針モデル事業地）  

面積 約6ha 

成果と課題 

・適切な谷津環境の保全管理により、トンボ類や湿地の植物など高い生物多様性と、美しい里山景

観を維持することができた。 

・市民ボランティアグループ会員の減少と高齢化により、緑の基金の役割がますます重要となって

いる。 
 

（２）里山の保全整備等  

   市内の自然環境保全上、必要とされるエリアにおいて、草刈り等による保全整備、希少種の生息環境

整備等を行う。 

① 飯野湿地（飯野字谷津） 

面積 約3,700㎡、管理作業実績：延べ22人（実稼働5日） 

成果と課題 

・生物相には印旛沼に近いという特徴が見られ、市内の保全地のひとつとして貴重である。 

・左岸の斜面林の一部が伐採され、道路建設工事が開始された。 

・道路建設の影響により、生物多様性の低下が懸念される。 

② 上勝田（ゲンジボタル保護地） 

・ゲンジボタルの 100 匹超えが定着しつつあるが、中央部のアシ・ガマなどの抽水植物を刈って

開放湿地にすることで一層の増加を期待できる。担い手を確保するよう努めている。 

③ 鷹匠ビオトープ 

場所 佐倉市城内町地先、面積 約2,000㎡ 

・当法人の緑のボランティア登録団体が自主的に保全整備活動を行っている。この活動を継続して

もらえるよう、支援も考慮しつつ見守っている。 

・樹木の萌芽更新が必要な時期に来ており、里山大学の課外実習として、大きく育ったコナラ、ク

ヌギの間伐を始めている。 

 

３）市民の森協働事業  

市民の森協働事業エリアにおける育成樹の見守り、親しみのある森づくりを行う。 
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場所 佐倉市民の森（佐倉市飯野地先）、面積 約2ha 

管理作業実績：延べ22人（実稼働5日） 

成果と課題 

・協働エリアでは多種多様な樹木・草本が生育している。多様な昆虫の生息好適地となっており、 

引き続き散策地の整備を継続する 

・農政課管理地内のサラシナショウマの保護を継続してきたが、開花は０株、今年度で保護の申請

は終了する。地域内の別の場所での開花の情報もあることから観察を継続する。 

・実のなる木を育てたいが、林内の大きくなった木は一部間伐して花の萌芽を促したい。 

・市によるナラ枯れの枯木伐採を行っていただいているが、引き続き早期の伐採をお願いしている。 
 

（４）受託事業  

市有地の草刈り等による保全整備、希少種保護等を行う。 

⚫ カタクリ植生地調査及び保護管理業務 

場所：佐倉市上別所地先（カタクリ植生地）、面積 3,272㎡ 

管理作業延べ人数・日数 23人・5日 

現況と取組状況 

・2019年の大規模崩落により壊滅的な打撃を受けてから6年が経過した。開花数は2023年 2,387

株、2024年 1,427株、2025年1,230株と大幅に減少。2026年は斜面の一部に回復の兆しもあっ

て 1,483 株となっている。崩壊した箇所の東側で崩れが広がっており、水の浸み出しによるえぐ

れも見られることから崩れの進行が懸念される。 

 崩壊地周辺ではキツネノカミソリの繁茂がカタクリの萌芽に影響しているとも考えられることか

ら刈込に注力するなど細心の注意での作業を行っていただいています。 

・今年度から「ユーカリ木こり倶楽部」が保全活動を引き継いでいただいておりますが、一帯の生物

の生態にも関心をもって保全活動に取り組んでいただいています。 
 

⚫ 下志津五反目管理業務  

場所 佐倉市下志津地先（佐倉里山自然公園・五反目谷津）、面積 約8,300㎡ 

管理作業実績：延べ74人（実稼働24日） 

   成果と課題 

    ・散策者にも生きものにも配慮し安定した管理が行き届いている。 

    ・草刈要員は、後継者2人が加わり、態勢を整えることができた。 

 

２．自然環境の保全のための調査研究及び監視  

自然環境の保全を目的として、エリア内において、活動・生物調査等の各種調査や巡回監視活動等を

行う。 

（１）調査研究 

  市内里山保全地での生物調査、必要とされる区域での生物調査等を実施した。 

① 佐倉里山自然公園での生物調査 

ア．環境省モニタリングサイト1000里地調査に登録 

  調査項目：両生類（カエル類）ニホンアカガエル卵塊調査 

  調査場所：白井作、五反目谷津、畔田谷津 
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  卵塊数の推移：2020年 1060個、2021年 3891個、2022年 2455個、2023年 2883個、 

2024年 1143個、2025年 983個 

   ・ニホンアカガエルの寿命は 4 年と短いこともあり、通常、産卵数の変動幅が大きい。近年、気候

変動により谷津の乾燥化が著しい。ニホンアカガエルはその変化に対応できず成体になる個体数

が減少している。 

イ．カタクリ・クマガイソウ調査 

  調査場所：五反目谷津 

 ・五反目のカタクリは開花株数は18個体と少ないながら、生育環境は良好となってきている。 

クマガイソウは昨年の開花数からおおむね1.5倍と増加したが、一喜一憂することなく長い目 

で見守る。 
 

② 里山保全地等での生物調査 

・佐倉市民の森：鳥類調査 

・佐倉市民の森／馬渡姫宮神社境内林／大宮神社境内林：3年のローテーションにて樹林調査 

・飯野湿地：生物調査 

・佐倉市下志津・畔田：北西部鳥類ルートセンサス 

・鷹匠ビオトープ：生物調査3年に1回（2024年度、2027年度、2030年度） 

③ 受託調査 

西御門環境保全ゾーン生物調査業務 

場所 佐倉市西御門地先、面積 9,800㎡、内容 生物調査 

 

（２）調査研究支援  

活動団体による調査研究活動の支援を行う。 

希少種保護活動支援事業（盗掘の恐れがあるため詳細を非公開とする） 

    対象種11種（植物8種、動物3種）環境省・千葉県絶滅危惧種 

 

（３）監視事業   

当法人の佐倉動植物保護監視員による、市内の自然環境保全に関する監視活動をする。 

  ・随時巡回 登録者4（昨年度8）名 
 

（４）役員巡見等   

  市内の里山の視察をして情報を共有する。 

  ～令和7年10月26日(日)に佐倉里山自然公園内の観察・巡見を予定していたが、雨天中止とした。 
 

３．自然環境の保全に関する情報収集並びに啓発普及活動   

  自然保護活動及び緑化活動に対する理解を深めていただくべく事業を行う。 

（１）自然観察・講演会等の開催  

   自然環境の保全に対して、広く市民に理解していただくため、観察会等を開催する。 

➀ 市民の森の自然観察会  

・開催要領：１０月１９日(日)午前９時より佐倉市民の森にて実施 

・内容：『森の生き物たちの不思議な世界をのぞいてみよう。出会いを楽しもう！』をコンセプト 

 として、佐倉野草会の協力を得て、小学生以下の子どもたち（保護者同伴）に自然に親しんで 

もらうことを目的としている。 
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  ・参加者は27名(内子供15名)で過去最多タイ。 

②市民公益活動ポスター展に参加 

期間 令和7年11月7日～令和8年2月11日巡回 

主催者 佐倉市市民公益活動サポートセンター 
 

（２）ホームページの更新管理    

財団の事業活動に関する情報を公開して自然環境保全に対する市民の理解を深めていただく、 

或いは財団の存在を広く知っていただくためホームページの運営を行っている。 

引き続き財団の活動状況を具体的に知ってもらえるコンテンツの提供を行いたい。 
 

（３）身近な自然環境保全活動助成事業    

    自然環境保全への市民参加を促進するため、公募による助成事業を行う。 

   ・本年は新規応募がなかったことから選定委員会は５月に書面によって実施した。 

☛ 今年度は新規の応募がなく、一方で１件の助成辞退があったことから５団体にて助成を行う

こととした。助成金の総額は150,000円となります。 

～助成対象団体（団体名、五十音順） 

・佐倉野草会  ・人と自然をつなぐ仲間・佐倉  ・畔田谷津の生命を見守る会、 

・佐倉染井野里山の会  ・印旛沼広域環境研究会（NPO いんば）、   以上5団体 

・本事業では、令和５年以降新規応募がなく、継続団体も１３年目が２団体、８年目が１団体、 

７年目が２団体という状況です。平成２５年にボランタリーな自然環境保全活動のスタートアッ 

プをサポートする目的で始められた事業ですが、当初の目的はある程度果たされたとの判断で 

令和７年度をもって一旦停止することとした。（令和８年３月２４日理事会決議事項） 
 

４．自然環境の保全に関するボランティア活動の推進事業       

  より活発な自然環境の保全活動を行うべく、ボランティア活動の推進を行っている。 

（１）賛助会会員の募集 

財政的に支援いただける賛同者を増やす。 

   ・ホームページ、パンフレット及び案内書送付により賛助会会員の募集を行った。 

   ・賛助会 会員数  個人13名、団体2 
 

（２）緑のボランティアの募集と登録 

当法人の事業において活動していただけるボランティアを増やす。 

 ・ホームページ、パンフレット及び案内書送付により、緑のボランティアの募集を行った。 

・登録者数  個人41名、団体10 

（うち佐倉動植物保護監視員4名、里山隊：個人36名）  

・活動内容 保全整備作業（緑金里山隊）、生物調査、巡回監視等 
 

（３）ボランティア活動の支援 

    草刈機等を必要に応じて購入・手入れをし、ボランティアへの貸与を行っている。 
 

５．受託事業（鏑木小路市民緑地管理業務委託）    

場所 佐倉市宮小路町地先（鏑木小路市民緑地・侍の杜）、面積 約2,500㎡ 

（１） 市民緑地の概況 

① 平成２８年４月の一般公開以来、今年度末で満１０年となります。 
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開園早々に台風で木戸門が吹き倒され、秋の七草ゾーンに切り株のみを残す夫婦サワラが折れたり 

のハプニングが思い出されます。 

この間、文字通り十年一日の如く保全作業を続けてきました。春先には落下したツバキの花びらの 

清掃、筍堀りが終わって新しい竹が伸びた後に散乱した竹の皮の掃き集め、夏の初めからは日一日 

と伸び続ける草々との鼬ごっこ。根深く繁殖するハナニラやハマスゲ(香附子)は特に厄介です。 

秋はクリ→カキ→モミジの順に落ち積もる落葉搔きです。燃えるゴミ袋50袋、60袋にもなります。 

秋の味覚のクリ、カキの収穫を終えて暫くの間庭掃除の作業は一段落となります。 

＊開園に際して整備された「真佐子庭園」では、ヤマモモ、ハナモモ、ムクゲなどの樹木植え、根  

周りのツツジやサツキ、築山のツツジ、古典菊などで折々の彩を考えながら整備を進めてきました。  

＊「実のなる木ゾーン(裏庭)」では、開園時はクリとカキだけでしたが、アンズ、キンカン、ナツメ 

を植えました。春先の筍と合わせて作業のご褒美として収穫を楽しむことができます。 

② 庭のつくりなど往時の武家の生活を垣間見ることができるよう園内に｢見どころ案内看板｣を設 

置し、樹木名板を立てるなど来園者に楽しんでいただけるよう整備しています。  

③ バスツアーのルートになっていることもあって武家屋敷やひよどり坂を訪ねてこられる方々で 

来訪者はずいぶんと増えてきました。 

園内の芝生広場にはテーブルとベンチが置いてありますので、立ち寄られた方々が一休みして談笑 

される風景が見られます。 来訪者にとっては良い休憩場所になっています。  

ちなみに「佐倉市侍の杜」でWeb検索すると「侍の杜は、旧佐倉藩の武家屋敷通り沿いに位置し、 

江戸時代の風情が感じられます。 武家屋敷2軒分の敷地を利用した緑地で、江戸時代の武家屋敷 

の様子を偲ばせます。」とガイドしてくれます。 

➃ 公開から１０年を経過して全体的に園内工作物の劣化が進んでいます。例えば竹林沿いの金閣寺 

垣は傷みが進んだ箇所は撤去しています。全体に計画的な補修・復旧の推進が望まれます。 
 

（２） 市民緑地の保守・管理の状況 

① 市民緑地外周及び緑地内の日常管理（草取り、落葉掻きなど清掃）加えて、佐倉で残したい希少

種植物（ｶﾀｸﾘ、ｴﾋﾞﾈなど）の保全管理  ⇒５３９ 人・時（延べ ２０４人） 

② 植栽の管理（園内樹木の剪定、生垣の管理など）と 堆肥枠管理 

   ⇒７６人・時（延べ ２２人） 他に中・高木剪定を業者に委託（年1回） 

③ 裏庭での野菜（江戸期に栽培されていたもの）の栽培を整備作業の傍ら行っています。 
 

６．受託事業（佐倉里山大学運営等業務委託） （ 

（１） 事案の概要 

佐倉市では令和６年度から里山(林)整備の担い手養成の施策として「佐倉里山大学」（以下、大学）

が創設され、佐倉緑の基金（以下、財団）が市からの委託を受けてこの運営に当たっています。 

市内各所で里山の環境保全・整備の活動が行われていますが、担い手が減少の一途で活動の継続が難 

しくなる中で里山大学の建学の精神である「里山の歴史を学び 人と自然の関わりを知り 次の世代 

につなぐ人をつくる」 役割の一端を担って自然環境保全の活動の活性化の役割を担うこととしました。 

大学の履修生たちが「里山守人(Landkeeper)」として里山や隣接する森林整備活動の中核を担って次 

  世代に豊かな自然環境を引き継いでいってくれることを期待しながらの活動です。 
 

（２）佐倉里山大学の運営状況 

開校2年目を迎えた令和7年度は基礎課程を修了した1期生32名の内25名が2年次専門課程に進み、
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新たに募集した2期生では 12名の応募があり、総勢 37名での開講となりました。 

１年次の基礎課程は、全８講座（座学３回、野外実習４回、刈払い機の技能講習と実機操作１回）、２年

次の専門課程は、全９講座（座学５回、野外実習２回、チェーンソー取扱い講習と実機操作２回）を履修

して令和８年１月末にそれぞれ修了式、卒業式を迎えました。 

履修生の皆さんへのアンケートでも講座や演習でのグループ活動等への満足度は高く、「里山守り人」の

育成講座としての試みは十分な成果を得たものと評価されます。 

 今年度履修を終えた「守り人」たちの今後の活躍が期待されるところですが、今回１・２期生合同で 

「佐倉里山守り人の会」が結成され、守り人たちの活動のヘッドクオーターとしての役割を果たしてく

れることとなりました。 

手始めに7つのゼミナールが編成され、８年度から具体的な活動を開始する予定となっています。 

大変良いスタートが切れたと評価できます。 

履修生の皆さんの多くは既に市内各所でいろいろと活躍されていますが、里山大学での新たな仲間の輪

の力で佐倉の豊かな自然環境を守り、時代につなぐ活動が一段と活発になることが期待できます。。 

里山大学では２期生は全員が専門課程に進みます。令和８年４月には第３期生の募集が始まります。 

より多くの仲間が輪に加わってくれることを願っています。 

大学の運営に関わる当財団としては、「次の世代につなぐ人をつくる」重要な役割を担うという強い使

命感を持って今後の運営に取り組んでいきたいと考えております。 
 

7．契約に関する事項   

契約締結年月日 相手方 締結内容 契約金額 

令和7年4月1日 佐倉市 佐倉里山大学運営等業務委託 3,229,769円（＊） 

令和7年4月1日 佐倉市 鏑木小路市民緑地管理業務 357,500円 

令和7年4月1日 佐倉市 カタクリ植生地調査及び保護管理業務 225,500円 

令和7年5月15日 佐倉市 西御門環境保全ゾーン生物調査業務 52,800円 

令和7年8月20日 佐倉市 五反目谷津管理業務（5業務） 346,302円 

 （＊）本件では、未使用額（余剰額）385,931円を令和8年3月6日に返納しています。 

    当初予算での契約額は 3,615,700円です。 
 

8. 役員会等に関する事項      

（１）定時評議員会     

    開催日 令和7年6月15日（日） 

決議事項   第1号議案 令和６年度収支決算の承認の件 

第2号議案 財団の英語名称の制定とこれに伴う定款の改訂の件 

第3号議案 評議員選任の件 

    報告事項   １．令和6年度事業報告 

２． 令和 7年度事業計画及び収支予算  

     ３．経理規程の改訂 

４． 令和 7年度「身近な自然環境保全活動助成事業」対象団体 

５． 佐倉里山大学運営受託事業の状況～６年度の実績報告及び７年度計画 

    審議状況   在籍評議員５名が全員出席して決議事項を原案通り可決 
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（２）理事会   

➀ 開催日 令和7年5月27日（火） 

      決議事項  第１号議案 令和６年度事業報告の承認の件 

第２号議案 令和６年度収支決算の承認の件 

第３号議案 財団の英語名称の制定とこれに伴う定款の改訂の件 

第４号議案 経理規程の改訂の件 

第５号議案 定時評議員会の招集の件 

     報告事項  １．佐倉里山大学の令和7年度運営計画～受講のしおり 

           ２．代表理事及び業務執行理事による職務執行状況の報告 

３．令和７年度「身近な自然環境保全活動助成事業」対象団体決定の報告 

審議状況  在籍理事７名が全員出席して決議事項を原案通り可決 
 

② 開催日 令和8年3月24日（火） 

決議事項  第1号議案 令和８年度事業計画の承認の件 

第 2号議案 令和８年度収支予算(資金調達及び設備投資の見込みを含む） 

の承認の件 

第 3号議案 身近な自然環境保全活動助成制度の運用停止の件 

      報告事項  １，佐倉里山大学運営受託事業の状況 

２．代表理事及び業務執行理事による職務執行状況 

 審議状況  在籍理事７名が全員出席して決議事項を原案通り可決 
 

（３）評議員・役員合同検討会 

   開催日 令和8年1月25日（日）  

内 容  １．令和7年度 事業計画と実施状況について 

２．令和8年度 財団の年間行事日程の設定について 

３．里山大学運営受託事業の現況と今後の展開について 

        ① 今年度の運営状況と来年度計画（報告） 

～講座内容紹介と運営状況総括関連予算 

②  里山大学OBによる受託事業（伐木等）の運営について（報告と討議） 

③  公開講座について 
 

９．当法人の監査 

  （１） 監事による令和６年度業務監査  

実施日 令和7年５月９日（金） 

 

（２）佐倉市による財政等援助団体監査の実施と講評（３年毎に行われています） 

 ① 監査 ：9月 26日(金) 午前9時より 

出席者 公園緑地課課長と課員、財団代表理事､事務局長､財務担当書記 

④ 監査結果を受けての講評 ： 11月20日(木) 午前9時より 

        講評に対する措置の報告書を12月 15日に提出 

 

   

 

 

 



9 

 

＜参考資料＞ 

１．役員等に関する事項   

（１）評議員 6名 

（任期）令和6年6月から令和10年6月（定時評議員会終了時）まで 

氏 名 備 考 

石田 晶久 NPO法人 森林デザイン研究所 理事 

特定非営利活動法法人 

 谷田武西の原っぱと森の会 理事 

田中 正彦 千葉県立高校教諭 

松山 洋子 佐倉野草会副会長 

美濃和信孝 環境カウンセラー（環境省認定）、森林インストラク

ター、ビオトープ管理士 

百目木 純子 佐倉自然同好会代表 
 

（任期）令和7年6月から令和11年6月（定時評議員会終了時）まで 

熊谷宏尚 市川市 元千葉県生物多様性センター 副技監 

 

（２）役員：理事7名・監事2名  

（任期）理事：令和6年6月から令和8年6月（定時評議員会終了時）まで 

監事：令和6年6月から令和10年6月（定時評議員会終了時）まで 

役職 氏 名 備 考 

代表理事 原    慶 太 郎 東京情報大学名誉教授 

業務執行理事 熊 田 英 敏 環境保全整備経験者 

 井  上     隆  夫 佐倉里山支援２８代表        

NACS-J自然観察指導員 

理事 伊 藤 弘 輝 資金運用、財務経験者 

〃 安 立 退 良 環境保全整備及び湧水調査経験者 

〃 栗 田 義 彦 植物調査経験者 

〃 小  野  由 美 子 環境カウンセラー（環境省認定）、

ビオトープ管理士 

監事 大 場 博 子 印旛沼探検隊事務局長 

〃 丸  島  正  彦 佐倉市職員 
 

＊議員・役員の選定基準 

：公益法人認定の基準として、公益目的事業を行うのに必要な経理的基礎及び技術的能力を有するもの 

 であることが求められる。 

（公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律(認定法、平成18年6月) （公益認定の基準） 第5条第2項） 

 

（３）職員    

事務局長：熊田英敏、 書記：野村美子、近迫佳代子、髙橋沙織 以上4名 
 

（４）当法人に登録し事業を支えてくださっている方々の総数   

   129人（賛助会員、緑のボランティア個人・団体。ただし役員・職員等重複を除く） 


